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先の TEC-1205 にてお知らせしましたように、弊会船級船において、SOx スクラバー排水管系統に取

り付けられている船体付きディスタンスピースが腐食損傷し、機関室内に海水の漏洩が発生した事

例が確認されております（図 1 中③参照）。引き続き同様の事例が報告されていることから、あらため

て注意喚起と情報提供を目的として本テクニカルインフォメーションを発行する次第です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 SOx スクラバー排水管系統 
 
これまで報告のありました損傷情報には、ディスタンスピースのフランジ溶接箇所（写真 1参照）、ある

いはディスタンスピースと bluff body の溶接箇所（写真 2 参照）を起点とする腐食が進行し、機関室

への海水漏洩が発生したケースが散見されます。また、海水漏洩には至っていないものの、ディスタ

ンスピースの突合せ溶接箇所近傍で塗装の剥離が確認された事例もあります（写真 3 参照）。 
 
 

（次頁に続く） 
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写真 1 ディスタンピースとフランジの溶接部近傍の腐食ならびに破孔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 2 ディスタンピースと bluff body の溶接部近傍の腐食 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3 突合せ溶接部近傍の塗装の剥離 
 
現況から推定される損傷過程としましては、当該溶接箇所の塗装が剥離したことで、排水とディスタ

ンスピースが直接接触し、腐食が発生、進行したことが考えられます。 
 
本損傷を予防するためには、溶接個所の塗装の性能が適切に発揮されるよう、塗装前の処置を確

実に行うことが有効な手段の一つと考えられます。 
具体的には以下に示す塗装前の十分な下地処理が挙げられます。また、塗料メーカーの指定する

下地処理方法があれば、それに従ってください。 
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不均一あるいは局所的に不十分な塗装膜厚になることを防止するため 
- シャープエッジの除去 
- 溶接ビードのグラインダ処理 
- 溶接スパッターの除去 
 
塗装前にゴミや塵、溶材残留成分を確実に除去するため 
- 表面汚れの除去、清掃 
 
また、ディスタンスピース自身への対策として、ステンレス鋼のような耐腐食性の材料とする方法が挙

げられます。ステンレス鋼を採用する場合、ステンレス鋼の溶接施工法承認を要することに留意が必

要です。 
 
なお、これらの情報は、事態の深刻度に鑑み、船主殿、管理会社殿等関係各位に広く共有すること

で、損傷予防対策ご検討の一助になるものと考え、参考情報としてお伝えするものです。従いまして、

前述の対策は個船毎にその効果を保証されるものではないことにご留意ください。実際に対策を施

される場合には関係者と十分なご検討をお願いいたします。 
 
最後に、先の TEC-1205 にてお知らせしましたように、SOx スクラバーを搭載した船舶を運航、管理さ

れている船主殿及び管理会社殿におかれましては、引き続き、本事例をご認識の上、乗組員にも周

知いただき、機関室側から当該ディスタンスピースを中心に排水管系統の日常点検を強化いただく

ようお願いいたします。また、船体清掃等でダイバーを入れる機会があれば、可能な限りディスタンピ

ース内面の当該箇所を確認いただくようお願いいたします。漏洩が発見された場合には、速やかに

セメントボックス等による応急処置を施していただいた上で、出来る限り早い機会に弊会検査員によ

る臨時検査を受検いただきますようお願いいたします。 
 
 
なお、本件に関してご不明な点は、以下の部署にお問い合わせください。 
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